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Factory 09 

2018 年 1 月 8 日（火）19:00~21:00 

富士通 SSL 

 

 

「フィールドワーク報告・企画について」 

・野帳の活用事例やフィールドワークの報告 

 

「ケースカンファレンス キクチさんの場合」 

・グループ分け、自己紹介 

・ワークショップ 

「おわりに」 

・2 月の社会的処方研究所について 

・今後のおしらせ 

20:45~ 
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  ファクトリー 

Factory とその進め方とは？ 
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フィールドワークとフィールドノートとは？ 

 

ₒⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ₓ ⁸ ⁸  

ₒⱨ▫כꜟ♪ⱡכ♩ₓ ⁹ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢ ⁹ 

 

「社会的処方研究所が考えるフィールドワークとは」 

 ⅜⁸ ≤ ⌐ ♃כ♦℮⌂↓⅔╠⅜⌂⇔  

 ─ ─ ╩ ↄ⁸ ╩ ╢ 

 ⌐ ⌐⅛⅛╦╡⁸ ⌐≈™≡ ╟╡╙ ™ ╩ ≈ 

 ⇔√↓≤╩┤╡⅛ⅎ╡⁸ ה ∆╢ 

 

野帳～Field Note                 ¥1000（希望価格） 

 

 https://pluscare.thebase.in/ 

 

Web

QR

Web https://www.kosugipluscare.com/
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1 月の事例検討会 （キクチさん 68 歳 女性） 

北海道札幌市に生まれる。父は道庁の高官で、一人娘と

して大切に育てられた。本人は幼いころから勉強がで

き、親の手伝いもよくする優等生タイプ。ただ、家の外

では控えめで、図書室で本を読んだりして過ごしてい

ることが多かった。札幌の大学では図書館司書になる

ための講座を履修し、国家試験を経て司書資格を得た。

大学卒業後は実家にてしばらく職探しをしていたが、市内の公立図書館にたまたま空きが

あり、非常勤ながらも就職することができた。28 歳のとき、両親同士が仲が良く幼馴染だ

った男性と結婚。1 男 1 女をもうける。 

出産後も司書として、市内各地の図書館を移動しながら働いていたが、58 歳の時に夫が

胃癌で倒れ、看病のために退職した。夫は 2 年の闘病を経て、札幌市内の緩和ケア病棟で最

期を迎えた。その後は、再就職することはなく、夫の遺した財産などを頼りに、司書時代の

友人たちと札幌市内で慎ましく生活していた。しかし、その 5 年後、キクチさんにも胃癌が

発見される。手術をしたものの 2 年後に再発。抗がん剤治療が開始になったが、副作用の影

響もあり、一人暮らしにも徐々に限界がきていた。 

夫が亡くなったころから、川崎に住む長女さんに「夫

からも許可をとったから、私の家で一緒に暮らさな

い？」という誘いを以前から受けていたキクチさん。

なるべく北海道から出たくないため、断り続けていた

が、今回の病気を機に、川崎への転居に同意した。 

川崎市に移ってからは、腫瘍内科の医師に抗がん剤の

調整をしてもらったおかげで副作用がかなり楽にな

り、抗がん剤の効果も出てきたことで食事も食べられ、

体重も増えてきた。しかし市内にあるその病院へ出かけるほかは、ほとんど自宅にこもりき

りの生活。時々、図書館や近隣の本屋に出かけては、本を調達して黙々と読書をしている。

ぼーっとしている時間が最近増えてきて、病状は安定していると言われているにもかかわ

らず、食事量も減り、発語も減ってきた。長女が心

配し、主治医に相談したところ、精神科を紹介され

診察してもらった。認知症ではないが、軽い抑うつ

状態ではないか、とのことで、抗うつ薬と睡眠薬が

処方された。しかし、その薬を飲むとよりぼーっと

する時間が増え、午前中も眠っていることが増えた

ため、医師に相談し睡眠薬は減らしてもらってい

る。長女や孫が「一緒にお祭りとか買い物にいかない？」と誘っても「あまり興味ないから
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ね…」と言って外に出ようとしない。長女は、このままだとうつがもっと悪くなるんじゃな

いかと心配している。 

 

 

 

夫（60 歳：故人）：札幌市内で会社を経営していた。58 歳の時に胃癌に倒れ、60 歳の時に

代表取締役を退く。その後半年で他界。妻に 2 億円の財産を相続（税抜き）。 

長女（37 歳）：川崎市内で主婦をしている。父親が死去してから、札幌で一人暮らしをして

いる母が心配で、何度も同居を打診したが断られていた。半年前に、ようやく川崎へ母が引

っ越してきてくれたので、これを機に親孝行ができるとはりきっている。 

長女夫（40 歳）：川崎市内で教師をしている。妻の母親との同居については賛成している。

しかし、朝早く出勤し、帰宅も遅いため、家庭のことは妻に任せきりになっている。 

孫（8 歳）：市内の小学校に通う女の子。利発で優しく、祖母のことも気にかけている。 

長男（39 歳）：東京都庁の職員。自身は仕事が忙しく、妻は姑とは不仲だったことから、母

親のことは妹に任せている。8 歳の息子と葛飾区で 3 人暮らし。 

札幌の友人たち：司書時代に親しくなった友人が数名いたが、キクチさんが癌を患ったこと

から関わりが薄くなり、川崎市に転居してからは 2～3 通手紙が届いたくらい。 

※キクチさんの両親はそれぞれ 15・10 年前に他界 

ʿτμΰ˔ ϱжІЕʿϦΜκϝϭ 
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今後のお知らせ 

 

1Ὦ 9 ˙2Ὦ 12 Ϙπˢ ˣ 

ʾϷржϱр πϜⱧ ᵒˢ ṛ╥ᴥּיσςχθϛˣ 

ʾТϰ˔иЖм˔ϼˢπΦϥϋριΪˣ 

2Ὦ 12 ˢⱧ ᾁ м˔ϼЄдАФˣ 

Factory 10 ΰ₅ϙ URL(άΨκ˔γ) 

https://www.kokuchpro.com/event/factory10/  

 

ᵓזּ ᾆẕ ϷржϱрЀЬвИГϰτέ╥ᴥΨιήΜ˂ 

https://camp -fire.jp/projects/view/77042   

Ω Ϟ Factory πχϯϱДϰϯΥẶ πΦϥ 

⌠ ᵓṳ 

ϱЦрЕχ╥ᴥ 

ᵓזּ τνΜοχΩ Ϟ Factory π ΰ›ϩϦθ χЄϴϯ ϯ̋ϱДϰϯχ

УжАЄвϯАФʺˮ ᵓזּ ϹϱЖУАϼˢᴠˣ˯ χ⌠ ФкЅϴϼЕσςʺϷрж

ϱрЀЬвИГϰιΪπΰΤ ᾓπΦσΜάρΥθΨήϭΚϤϘβ˂  

̞ϷржϱрЀЬвИГϰᵓԌψ Factory ╥ᴥ ρσϤϘβʻ  

ΰ₅ϙЧ˔Ѕ 

QRЀ˔Ж 

https://www.kokuchpro.com/event/factory10/
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2 月の事例検討会 （アカギさん 45 歳女性） 

 

 アカギさんは栃木で、教師をして

いた両親のもとに生まれた。両親は

教育熱心で、長女であったアカギさ

んには非常に厳しく、泣きながら過ごしていたことも多か

った幼少時代だった。7 歳の時に弟が産まれてからは、両

親は優秀だった弟の方ばかりを見るようになり、厳しい教育やしつけはなくなったものの、

今度は親からの愛情を感じられない生活に苦痛を感じていた。 

 

 高校生になってからは、友人とたびたび夜の町に出か

けることが増えていき、そのたびに両親と衝突した。小

遣いも減らされてしまったため、年齢をごまかし、居酒

屋でのアルバイトを始めた。学校の成績も悪化していた

が、両親から「世間体もあるから」と、大学に行くこと

を勧められ、浪人の末に、東京都内の私立女子短大に入

学。 居酒屋でのアルバイトをしながら大学は卒業した

が、時はまさに「就職氷河期」真っ最中で、アカギさん

は就職に失敗。そのまま居酒屋のアルバイトを続ける

ことに。しかし、30 歳になったときにバイト先の居酒

屋が閉店。半分勘当状態の実家に戻ることも難しく、

より家賃の安い川崎市中原区のアパートに引っ越し、

元住吉でコンビニのアルバイト生活を始めた。 

 

 その後 15 年、コンビニのアルバイトを黙々と続

けながら生活を続けているが、ほとんど話し相手も

おらず、自宅とコンビニの往復だけを続けている現

状に不安を感じ始めていた。そんなおり、コンビニ

の近くで「暮らしの保健室」というのが開いている

ことを知り、朝ごはんも食べられるとのことで立ち

寄ってみた。 
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両親（64 歳）：栃木県内の高校で教師をしている。娘が思い通りに育たなかったことから、

扱いに戸惑いを感じている。未だに結婚もしなければ定職にも就かずフリーターをしてい

ることから、あまり実家には近づいてほしくないと思っている。身体的には健康で、特に持

病はない。 

弟（37 歳）：幼少の頃から素直なよい子で、両親に溺愛されて育った。国立大学を卒業し、

東京都内の電機メーカーに就職。35 歳で結婚し、今年子供も産まれる予定。姉のことは気

になっているが、自身も仕事が忙しく、ほとんど連絡できていない。 

 

ʿτμΰ˔ ϱжІЕʿϦΜκϝϭ 


